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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、部分的に解けた3'末端基基質を優先的に用いるDNA巻き戻し酵素の一つをコードし、ATP依存的にRNA/DNAおよびRNA/RNA二重鎖の部分的な巻き戻しも行う。この酵素は、異種核RNA結合タンパク質のメンバーであり、Rasシグナル伝達経路の要素でもある。Ras-GTPase活性化タンパク質のSH3ドメインと会合することにより、特異的に結合する。この遺伝子の選択的スプライシングを受けた転写バリアントがいくつか報告されているが、これらのバリアントの全長は未だ決定されていない。[RefSeq提供、2008年7月],補因子：マグネシウム。ヘリカーゼ活性に必須。,ドメイン：NTF2ドメインは多量体形成を媒介する。,機能：ストレス顆粒の集合を制御するエフェクターである可能性がある。in vitroにおけるリン酸化依存性配列特異的エンドリボヌクレアーゼ。シトシンとアデニンの間のみを切断し、MYC mRNAを3'-UTRで優先的に切断する。ATPおよびマグネシウム依存性ヘリカーゼ。17 bpのアニール部分と、3'末端または5'末端と3'末端の両方にハンギングテールを持つ部分的なDNAおよびRNA二重鎖を優先的にほどく。DNA/DNA、RNA/DNA、およびRNA/RNA基質を同等の効率でほどく。結合した一本鎖DNAに沿って5'から3'方向に移動することで一方向に作用する。,PTM:Arg-435はジメチル化されており、おそらく非対称ジメチルアルギニンとなる。,PTM:セリン残基のみがリン酸化される。静止期線維芽細胞では過リン酸化される。低リン酸化はエンドリボヌクレアーゼ活性の低下につながる（類似性による）。 RASA1依存性のSer-149リン酸化は、自己会合を防ぐ構造変化を引き起こします。HRAS活性化後の脱リン酸化は、ストレス顆粒の組み立てに必要です。Ser-149リン酸化は部分的な核局在を引き起こします。,類似性:NTF2ドメインを1つ含みます。,類似性:RRM（RNA認識モチーフ）ドメインを1つ含みます。,細胞内局在:増殖細胞では細胞質内に、指数関数的に増殖する細胞では細胞膜にリクルートされる可能性があります（類似性による）。休止細胞では細胞質内および部分的に核内に存在します。亜ヒ酸塩または高温処理によりストレス顆粒（SG）にリクルートされます。SGへのリクルートはHRASの影響を受けます。,サブユニット:増殖細胞でRas GTPase活性化タンパク質（RASA1）のSH3ドメインに結合します。静止細胞では相互作用なし。少なくともIGF2BP1、ELAVL4、G3BPからなるTAU mRNP複合体の構成要素（類似性による）。USP10と相互作用し、USP10を制御する可能性がある。ホモ二量体およびオリゴマーを形成する。,組織特異性：普遍的。,
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	G3BP-1（リン酸化Ser232）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。右の写真はG3BP-1（リン酸化Ser232）ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	G3BP-1（リン酸化Ser232）抗体を用いたHeLa細胞抽出物のウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドで処理した。
	

	リン酸化G3BP1（S232）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

